




































































































































本学の OSCE 用放送器機は、OSCE 当日前の１ヶ月と、追再試の１週間前から使用する、いわば
間欠稼働で運用されている。この結果、放送ボリュームを設定するスライダー（図８−③の部分）な
どの物理接触部分の経時的劣化などで、接触不良による発報欠損を生じる場合があった。2014 年度





冗長化を進め、器機の 10 年経過となる 2019 年度までに、全ての器機の更新が検討された。 
 
６．システムの課題（４） 実際のインシデント３ 
























































































①IC レコーダ AB の放送録音の波形ピークを同時収録
し、エコー時の波形を比較した結果で発生しているズ
レの波形位相、②試験時間内の本放送内で同時発報
し、エコー (ｅ) が観察されたスケジュール位置記録 
① 
② 
－ 80 －
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